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どれか一つが始まると、他のフレイルにも波及しやすい

フレイル、今から予防しませんか？

あなたの体はあなたの食べたもので出来ている

健康から人と社会を元気にする　山田歯科クリニック

フレイル予防の目的は、
「QOL（生活の質）を高く保つこと」
☆好きなものを食べる
☆行きたい場所へ行く
☆人と話す
☆自分らしい生活を続ける
そのために少しの予防習慣で
健康の底上げを！！
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●「オーラルフレイル」お口の中にも“フレイル“が起こる
噛む力の低下

飲み込みの力の低下

会話が減ることで
滑舌や嚥下機能が低下

食事が簡略化し
栄養不足に陥りやすい 身体的フレイル
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●フレイルを防ぐ３つの柱

食べる力が弱くなると
活動量が減る
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●フレイルって？
加齢に伴う心身の衰えのこと。
健康と要介護の中間であり、早めに気づくことで十分に予防できます。


